
(57)【要約】

【課題】同種で異なる筆跡幅を有するペン先を備えた複

数種の直液式筆記具からなる直液式筆記具群において、

いずれの筆跡幅のペン先であっても、筆跡幅に応じた適

正なインキ消費量が得られると同時に、金型の製造コス

トを抑える。

【解決手段】前記各々のインキ保溜部材３が、インキタ

ンク４１内の圧力上昇に応じた溢出インキを一時的に保

持するインキ保溜部３１を備える。インキ保溜部３１と

インキタンク４１との間のインキ及び空気の流通を可能

にする毛細管力を有する空気交替孔４２を、各々のイン

キ保溜部材３の後端に形成する。各々のインキ保溜部材

３のインキ保溜部３１を共通にする。筆跡幅の太いペン

先２を備えたインキ保溜部材３の空気交替孔４２の毛細

管力を、筆跡幅の細いペン先を備えたインキ保溜部材の

空気交替孔の毛細管力よりも小さく形成する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
同 種 で 筆 跡 幅 が 異 な る ペ ン 先 を 各 々 の 先 端 に 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 を 、 各 々 の 軸 筒 の 前 端
開 口 部 に 嵌 入 し 、 前 記 各 々 の 軸 筒 内 の イ ン キ 保 溜 部 材 の 後 方 に 、 イ ン キ を 直 に 貯 溜 す る イ
ン キ タ ン ク を 形 成 し 、 前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 が 、 イ ン キ タ ン ク 内 の 圧 力 上 昇 に 応 じ た
溢 出 イ ン キ を 一 時 的 に 保 持 す る イ ン キ 保 溜 部 を 備 え 、 前 記 イ ン キ 保 溜 部 と イ ン キ タ ン ク と
の 間 の イ ン キ 及 び 空 気 の 流 通 を 可 能 に す る 毛 細 管 力 を 有 す る 空 気 交 替 孔 を 、 各 々 の イ ン キ
保 溜 部 材 の 後 端 に 形 成 し た 、 複 数 種 の 直 液 式 筆 記 具 か ら な る 直 液 式 筆 記 具 群 で あ っ て 、
前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 の イ ン キ 保 溜 部 を 共 通 に す る と と も に 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 を
備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 の 空 気 交 替 孔 の 毛 細 管 力 を 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 を 備 え た イ ン キ 保
溜 部 材 の 空 気 交 替 孔 の 毛 細 管 力 よ り も 小 さ く 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 直 液 式 筆 記 具 群 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 の 空 気 交 替 孔 が 、 イ ン キ 保 溜 部 材 の 後 端 鍔 部 に 軸 方 向 に 貫 設 さ
れ 且 つ 径 方 向 外 方 に 開 口 さ れ た ス リ ッ ト 状 の 連 通 溝 と 、 イ ン キ 保 溜 部 材 の 後 端 鍔 部 の 外 周
面 が 圧 接 す る 軸 筒 の 内 周 面 と か ら 構 成 さ れ 、
前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 を 各 々 の 軸 筒 の 前 端 開 口 部 に 嵌 入 す る 前 に お い て 、 筆 跡 幅 の 太
い ペ ン 先 を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 の 後 端 鍔 部 の 外 径 を 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 を 備 え た イ ン
キ 保 溜 部 材 の 後 端 鍔 部 の 外 径 よ り 小 さ く 設 定 し 、 前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 の 後 端 鍔 部 の
外 周 面 が 圧 接 す る 各 々 の 軸 筒 の 内 周 面 の 内 径 を 等 し く 設 定 し 、
前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 を 各 々 の 軸 筒 の 前 端 開 口 部 に 嵌 入 し た 後 に お い て 、 筆 跡 幅 の 太
い ペ ン 先 を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 の 連 通 溝 の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝 幅 を 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン
先 を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 の 連 通 溝 の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝 幅 よ り も 大 き く 設 定 し た 請 求 項
１ 記 載 の 直 液 式 筆 記 具 群 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 の 空 気 交 替 孔 が 、 イ ン キ 保 溜 部 材 の 後 端 鍔 部 に 軸 方 向 に 貫 設 さ
れ 且 つ 径 方 向 外 方 に 開 口 さ れ た ス リ ッ ト 状 の 連 通 溝 と 、 イ ン キ 保 溜 部 材 の 後 端 鍔 部 の 外 周
面 が 圧 接 す る 軸 筒 の 内 周 面 と か ら 構 成 さ れ 、
前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 を 各 々 の 軸 筒 の 前 端 開 口 部 に 嵌 入 す る 前 に お い て 、 筆 跡 幅 の 太
い ペ ン 先 を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 の 後 端 鍔 部 の 外 周 面 が 圧 接 可 能 な 軸 筒 の 内 周 面 の 内 径 を
、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 の 後 端 鍔 部 の 外 周 面 が 圧 接 可 能 な 軸 筒 の 内
周 面 の 内 径 よ り 大 き く 設 定 し 、 前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 の 後 端 鍔 部 の 外 周 面 の 外 径 を 等
し く 設 定 し 、
前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 を 各 々 の 軸 筒 の 前 端 開 口 部 に 嵌 入 し た 後 に お い て 、 筆 跡 幅 の 太
い ペ ン 先 を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 の 連 通 溝 の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝 幅 を 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン
先 を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 の 連 通 溝 の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝 幅 よ り も 大 き く 設 定 し た 請 求 項
１ 記 載 の 直 液 式 筆 記 具 群 。
【 請 求 項 ４ 】
筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 に お け る １ ０ ０ ｍ 当 た り の イ ン キ 消 費 量 が 、 ２ ０ ０ ｍ ｇ 以 上 で あ る 請
求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載 の 直 液 式 筆 記 具 群 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 各 々 の ペ ン 先 が 、 ボ ー ル 外 径 の 異 な る ボ ー ル ペ ン チ ッ プ で あ り 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先
の ボ ー ル 外 径 が 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 の ボ ー ル 外 径 よ り も 大 き く 設 定 さ れ る 請 求 項 １ 、 ２
、 ３ ま た は ４ 記 載 の 直 液 式 筆 記 具 群 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 の ボ ー ル 外 径 が 、 １ ． ０ ｍ ｍ 以 上 で あ る 請 求 項 ５ 記 載 の 直 液 式 筆
記 具 群 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
  本 発 明 は 、 直 液 式 筆 記 具 群 に 関 す る 。 詳 細 に は 、 同 種 で 筆 跡 幅 の 異 な る ペ ン 先 を 備 え た
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複 数 種 の 直 液 式 筆 記 具 か ら な る 直 液 式 筆 記 具 群 に 関 す る 。 尚 、 本 発 明 で 「 前 」 と は ペ ン 先
側 を 指 し 、 「 後 」 と は イ ン キ タ ン ク 側 を 指 す 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
  従 来 、 こ の 種 の 直 液 式 筆 記 具 に お い て 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 多 数 の 櫛 歯 を 適 宜 間
隔 に 並 設 し て イ ン キ 保 留 溝 を 形 成 す る と 共 に 、 前 記 イ ン キ 保 溜 溝 と 連 通 す る ス リ ッ ト 状 の
イ ン キ 誘 導 溝 を 軸 方 向 に 設 け 、 さ ら に 前 記 イ ン キ 誘 導 溝 に 接 続 し 且 つ イ ン キ 貯 留 部 側 に 開
口 す る ス リ ッ ト 状 の 連 通 溝 を 、 前 記 櫛 歯 群 の 最 後 部 に 位 置 す る 鍔 部 に 設 け た イ ン キ 調 節 部
材 （ 本 願 の イ ン キ 保 溜 部 材 に 相 当 ） を 軸 筒 前 部 に 装 着 し 、 軸 筒 後 部 に は イ ン キ 貯 留 部 を 形
成 し て な る 直 液 式 筆 記 具 に お い て 、 前 記 鍔 部 に 連 通 溝 が 軸 方 向 に 貫 設 さ れ 且 つ 径 方 向 外 方
に 開 口 さ れ 設 け ら れ て な る イ ン キ 調 節 部 材 を 、 軸 筒 前 部 に 密 嵌 さ せ た 際 、 前 記 軸 筒 内 壁 に
よ る 鍔 部 の 径 方 向 内 方 へ の 挟 圧 変 形 に よ っ て 、 前 記 連 通 溝 の 横 断 面 開 口 量 が イ ン キ 誘 導 溝
の 横 断 面 開 口 量 よ り 小 に 形 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 直 液 式 筆 記 具 が 記 載 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
  ま た 、 従 来 の 直 液 式 ボ ー ル ペ ン に お い て 、 ユ ー ザ ー が 用 途 や 好 み に 応 じ て 選 択 可 能 な よ
う 、 筆 記 先 端 ボ ー ル の 外 径 が ０ ． ３ ｍ ｍ 、 ０ ． ４ ｍ ｍ 、 ０ ． ５ ｍ ｍ 、 ０ ． ７ ｍ ｍ 、 １ ． ０
ｍ ｍ 等 か ら な る 異 な る サ イ ズ の ペ ン 先 を 有 す る 複 数 種 の 直 液 式 ボ ー ル ペ ン を 商 品 群 と し て
提 供 す る こ と が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ７ － １ １ ０ ５ ６ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
  前 記 従 来 の 直 液 式 筆 記 具 群 に お い て 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 の 場 合 、 ペ ン 先 か ら の イ ン キ
消 費 量 （ 単 位 筆 記 距 離 あ た り の イ ン キ 消 費 量 ） は 大 き く 設 定 さ れ 、 一 方 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ
ン 先 の 場 合 、 ペ ン 先 か ら の イ ン キ 消 費 量 は 小 さ く 設 定 さ れ る 。 前 記 筆 跡 幅 に 応 じ た 適 正 な
イ ン キ 消 費 量 を 得 る た め に 、 製 造 コ ス ト 面 か ら 、 イ ン キ 保 溜 部 材 を 共 通 に し て 、 イ ン キ タ
ン ク か ら ペ ン 先 へ イ ン キ 誘 導 す る イ ン キ 誘 導 部 材 の み を 変 更 す る 手 段 が 採 用 さ れ て い る 。
し か し 、 イ ン キ 誘 導 部 材 の み を 変 更 し て も 、 ペ ン 先 か ら の イ ン キ 消 費 量 を 幅 広 く 調 節 す る
こ と は 容 易 で は な い 。 特 に 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 の 場 合 （ 例 え ば 、 最 適 イ ン キ 消 費 量 が １
０ ０ ｍ 当 た り ２ ０ ０ ｍ ｇ 以 上 の ペ ン 先 の 場 合 ） 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 と イ ン キ 保 溜 部 材 を
共 通 に し 、 イ ン キ 誘 導 部 材 の み を 変 更 し た だ け で は 、 筆 跡 カ ス レ の な い 十 分 な イ ン キ 消 費
量 を 得 る こ と が 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
  そ の た め 、 前 記 従 来 の 直 液 式 筆 記 具 群 で は 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 の イ ン キ 保 溜 部 材 と 筆
跡 幅 の 太 い ペ ン 先 の イ ン キ 保 溜 部 材 と を 共 通 に せ ず 、 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 を 寸 法 設 定 し
て 製 造 す る こ と を 余 儀 な く さ れ る 。 そ の 結 果 、 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 を 形 成 す る た め の 金
型 の 製 造 コ ス ト が 上 昇 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
  本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 問 題 点 を 解 決 す る も の で あ っ て 、 同 種 で 異 な る 筆 跡 幅 を 有 す る ペ
ン 先 を 備 え た 複 数 種 の 直 液 式 筆 記 具 か ら な る 直 液 式 筆 記 具 群 に お い て 、 い ず れ の 筆 跡 幅 の
ペ ン 先 で あ っ て も 、 筆 跡 幅 に 応 じ た 適 正 な イ ン キ 消 費 量 が 得 ら れ る と 同 時 に 、 金 型 の 製 造
コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る 直 液 式 筆 記 具 群 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
  本 発 明 者 は 、 鋭 意 研 究 の 結 果 、 イ ン キ 保 溜 部 材 の 空 気 交 替 孔 の 毛 細 管 力 が 、 ペ ン 先 か ら
の イ ン キ 吐 出 性 に 大 き く 影 響 を 与 え る こ と に 着 目 し 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
  即 ち 、 本 発 明 は 以 下 を 要 件 と す る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
（ 請 求 項 １ ）
  同 種 で 筆 跡 幅 が 異 な る ペ ン 先 を 各 々 の 先 端 に 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 を 、 各 々 の 軸 筒 の 前
端 開 口 部 に 嵌 入 し 、 前 記 各 々 の 軸 筒 内 の イ ン キ 保 溜 部 材 の 後 方 に 、 イ ン キ を 直 に 貯 溜 す る
イ ン キ タ ン ク を 形 成 し 、 前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 が 、 イ ン キ タ ン ク 内 の 圧 力 上 昇 に 応 じ
た 溢 出 イ ン キ を 一 時 的 に 保 持 す る イ ン キ 保 溜 部 を 備 え 、 前 記 イ ン キ 保 溜 部 と イ ン キ タ ン ク
と の 間 の イ ン キ 及 び 空 気 の 流 通 を 可 能 に す る 毛 細 管 力 を 有 す る 空 気 交 替 孔 を 、 各 々 の イ ン
キ 保 溜 部 材 の 後 端 に 形 成 し た 、 複 数 種 の 直 液 式 筆 記 具 か ら な る 直 液 式 筆 記 具 群 で あ っ て 、
前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 の イ ン キ 保 溜 部 を 共 通 に す る と と も に 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 を
備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 の 空 気 交 替 孔 の 毛 細 管 力 を 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 を 備 え た イ ン キ 保
溜 部 材 の 空 気 交 替 孔 の 毛 細 管 力 よ り も 小 さ く 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 直 液 式 筆 記 具 群 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ 請 求 項 ２ ）
  前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 の 空 気 交 替 孔 が 、 イ ン キ 保 溜 部 材 の 後 端 鍔 部 に 軸 方 向 に 貫 設
さ れ 且 つ 径 方 向 外 方 に 開 口 さ れ た ス リ ッ ト 状 の 連 通 溝 と 、 イ ン キ 保 溜 部 材 の 後 端 鍔 部 の 外
周 面 が 圧 接 す る 軸 筒 の 内 周 面 と か ら 構 成 さ れ 、
前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 を 各 々 の 軸 筒 の 前 端 開 口 部 に 嵌 入 す る 前 に お い て 、 筆 跡 幅 の 太
い ペ ン 先 を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 の 後 端 鍔 部 の 外 径 を 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 を 備 え た イ ン
キ 保 溜 部 材 の 後 端 鍔 部 の 外 径 よ り 小 さ く 設 定 し 、 前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 の 後 端 鍔 部 の
外 周 面 が 圧 接 す る 各 々 の 軸 筒 の 内 周 面 の 内 径 を 等 し く 設 定 し 、
前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 を 各 々 の 軸 筒 の 前 端 開 口 部 に 嵌 入 し た 後 に お い て 、 筆 跡 幅 の 太
い ペ ン 先 を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 の 連 通 溝 の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝 幅 を 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン
先 を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 の 連 通 溝 の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝 幅 よ り も 大 き く 設 定 し た 請 求 項
１ 記 載 の 直 液 式 筆 記 具 群 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ 請 求 項 ３ ）
  前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 の 空 気 交 替 孔 が 、 イ ン キ 保 溜 部 材 の 後 端 鍔 部 に 軸 方 向 に 貫 設
さ れ 且 つ 径 方 向 外 方 に 開 口 さ れ た ス リ ッ ト 状 の 連 通 溝 と 、 イ ン キ 保 溜 部 材 の 後 端 鍔 部 の 外
周 面 が 圧 接 す る 軸 筒 の 内 周 面 と か ら 構 成 さ れ 、
前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 を 各 々 の 軸 筒 の 前 端 開 口 部 に 嵌 入 す る 前 に お い て 、 筆 跡 幅 の 太
い ペ ン 先 を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 の 後 端 鍔 部 の 外 周 面 が 圧 接 可 能 な 軸 筒 の 内 周 面 の 内 径 を
、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 の 後 端 鍔 部 の 外 周 面 が 圧 接 可 能 な 軸 筒 の 内
周 面 の 内 径 よ り 大 き く 設 定 し 、 前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 の 後 端 鍔 部 の 外 周 面 の 外 径 を 等
し く 設 定 し 、
前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 を 各 々 の 軸 筒 の 前 端 開 口 部 に 嵌 入 し た 後 に お い て 、 筆 跡 幅 の 太
い ペ ン 先 を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 の 連 通 溝 の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝 幅 を 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン
先 を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 の 連 通 溝 の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝 幅 よ り も 大 き く 設 定 し た 請 求 項
１ 記 載 の 直 液 式 筆 記 具 群 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ 請 求 項 ４ ）
  筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 に お け る １ ０ ０ ｍ 当 た り の イ ン キ 消 費 量 が 、 ２ ０ ０ ｍ ｇ 以 上 で あ る
請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載 の 直 液 式 筆 記 具 群 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ 請 求 項 ５ ）
  前 記 各 々 の ペ ン 先 が 、 ボ ー ル 外 径 の 異 な る ボ ー ル ペ ン チ ッ プ で あ り 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン
先 の ボ ー ル 外 径 が 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 の ボ ー ル 外 径 よ り も 大 き く 設 定 さ れ る 請 求 項 １ 、
２ 、 ３ ま た は ４ 記 載 の 直 液 式 筆 記 具 群 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ 請 求 項 ６ ）
  前 記 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 の ボ ー ル 外 径 が 、 １ ． ０ ｍ ｍ 以 上 で あ る 請 求 項 ５ 記 載 の 直 液 式
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筆 記 具 群 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
  請 求 項 １ に よ り 、 筆 跡 幅 に 応 じ た 適 正 な イ ン キ 消 費 量 が 得 ら れ る と と も に 、 金 型 の 製 造
コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
  請 求 項 ２ に よ り 、 よ り 一 層 、 金 型 の 製 造 コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る と と も に 、 各 々 の
軸 筒 を 共 通 部 品 に で き 、 よ り 一 層 、 製 造 コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
  請 求 項 ３ に よ り 、 よ り 一 層 、 金 型 の 製 造 コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る と と も に 、 各 々 の
イ ン キ 保 溜 部 材 を 共 通 部 品 に で き 、 よ り 一 層 、 製 造 コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
  請 求 項 ４ に よ り 、 極 太 の 筆 跡 幅 を 有 す る ペ ン 先 を 備 え た 直 液 式 筆 記 具 を 、 商 品 群 の 一 つ
と し て 容 易 に 加 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
  請 求 項 ５ に よ り 、 筆 跡 幅 に 応 じ た 適 正 な イ ン キ 消 費 量 が 得 ら れ る と 同 時 に 、 金 型 の 製 造
コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る 直 液 式 ボ ー ル ペ ン 群 を 得 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
  請 求 項 ６ に よ り 、 極 太 の 筆 跡 幅 を 有 す る ボ ー ル ペ ン チ ッ プ を 有 す る ボ ー ル ペ ン を 、 商 品
群 の 一 つ と し て 容 易 に 加 え る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
  本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
〔 １ 〕 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 直 液 式 筆 記 具 群 は 、 同 種 で 筆 跡 幅 が 異 な る ペ ン 先 ２ ， ６ を 各
々 の 先 端 に 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ， ７ を 、 各 々 の 軸 筒 ４ ， ８ の 前 端 開 口 部 に 嵌 入 し 、 前
記 各 々 の 軸 筒 ４ ， ８ 内 の イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ， ７ の 後 方 に 、 イ ン キ を 直 に 貯 溜 す る イ ン キ タ
ン ク ４ １ ， ８ １ を 形 成 し 、 前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ， ７ が 、 イ ン キ タ ン ク ４ １ ， ８ １
内 の 圧 力 上 昇 に 応 じ た 溢 出 イ ン キ を 一 時 的 に 保 持 す る イ ン キ 保 溜 部 ３ １ ， ７ １ を 備 え 、 前
記 イ ン キ 保 溜 部 ３ １ ， ７ １ と イ ン キ タ ン ク ４ １ ， ８ １ と の 間 の イ ン キ 及 び 空 気 の 流 通 を 可
能 に す る 毛 細 管 力 を 有 す る 空 気 交 替 孔 ４ ２ ， ８ ２ を 、 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ， ７ の 後 端
に 形 成 し た 、 複 数 種 の 直 液 式 筆 記 具 １ ， ５ か ら な る 直 液 式 筆 記 具 群 で あ っ て 、 前 記 各 々 の
イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ， ７ の イ ン キ 保 溜 部 ３ １ ， ７ １ を 共 通 に す る と と も に 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ
ン 先 ２ を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 ３ の 空 気 交 替 孔 ４ ２ の 毛 細 管 力 を 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 ６
を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 ７ の 空 気 交 替 孔 ８ ２ の 毛 細 管 力 よ り も 小 さ く 形 成 し た こ と （ 請 求
項 １ ） を 要 件 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
  前 記 直 液 式 筆 記 具 群 （ 請 求 項 １ ） は 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 ２ を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 ３
の 空 気 交 替 孔 ４ ２ の 毛 細 管 力 を 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 ６ を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 ７ の 空 気
交 替 孔 ８ ２ の 毛 細 管 力 よ り も 小 さ く 形 成 し た こ と に よ り 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 ６ の イ ン キ
消 費 量 を 小 さ く 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 ２ の イ ン キ 消 費 量 を 大 き く で き 、 筆 跡 幅 に 応 じ た 適
正 な イ ン キ 消 費 量 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
  さ ら に 、 前 記 直 液 式 筆 記 具 群 （ 請 求 項 １ ） は 、 前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ， ７ の イ ン
キ 保 溜 部 ３ １ ， ７ １ を 共 通 に す る こ と （ 即 ち イ ン キ 保 溜 部 ３ １ ， ７ １ を 共 通 の 形 状 寸 法 に
す る こ と ） に よ り 、 各 々 の 空 気 交 替 孔 ４ ２ ， ８ ２ の み を 異 な る 寸 法 形 状 に す れ ば よ く 、 そ
の 結 果 、 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ， ７ の 金 型 の 製 造 コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
  尚 、 本 発 明 で 、 直 液 式 筆 記 具 群 と は 、 同 種 で 異 な る 筆 跡 幅 の ペ ン 先 を 備 え た 少 な く と も
２ 本 の 直 液 式 筆 記 具 か ら な る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
〔 ２ 〕 前 記 直 液 式 筆 記 具 群 （ 請 求 項 １ ） に お い て 、 前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ， ７ の 空
気 交 替 孔 ４ ２ ， ８ ２ が 、 イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ， ７ の 後 端 鍔 部 ３ ２ ， ７ ２ に 軸 方 向 に 貫 設 さ れ
且 つ 径 方 向 外 方 に 開 口 さ れ た ス リ ッ ト 状 の 連 通 溝 ３ ２ ａ ， ７ ２ ａ と 、 イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ，
７ の 後 端 鍔 部 ３ ２ ， ７ ２ の 外 周 面 が 圧 接 す る 軸 筒 ４ ， ８ の 内 周 面 と か ら 構 成 さ れ 、 前 記 各
々 の イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ， ７ を 各 々 の 軸 筒 ４ ， ８ の 前 端 開 口 部 に 嵌 入 す る 前 に お い て 、 筆 跡
幅 の 太 い ペ ン 先 ２ を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 ３ の 後 端 鍔 部 ３ ２ の 外 径 Ｂ を 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ
ン 先 ６ を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 ７ の 後 端 鍔 部 ７ ２ の 外 径 Ｂ よ り 小 さ く 設 定 し 、 前 記 各 々 の
イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ， ７ の 後 端 鍔 部 ３ ２ ， ７ ２ の 外 周 面 が 圧 接 す る 各 々 の 軸 筒 ４ ， ８ の 内 周
面 の 内 径 Ａ を 等 し く 設 定 し 、 前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ， ７ を 各 々 の 軸 筒 ４ ， ８ の 前 端
開 口 部 に 嵌 入 し た 後 に お い て 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 ２ を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 ３ の 連 通 溝
３ ２ ａ の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝 幅 Ｓ を 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 ６ を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 ７ の
連 通 溝 ７ ２ ａ の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝 幅 Ｓ よ り も 大 き く 設 定 し た こ と （ 請 求 項 ２ ） が 好 ま し
い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
  前 記 直 液 式 筆 記 具 群 （ 請 求 項 ２ ） は 、 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ， ７ を 各 々 の 軸 筒 ４ ， ８
の 前 端 開 口 部 に 嵌 入 し た 後 に お い て 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 ２ を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 ３ の
連 通 溝 ３ ２ ａ の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝 幅 Ｓ を 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 ６ を 備 え た イ ン キ 保 溜 部
材 ７ の 連 通 溝 ７ ２ ａ の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝 幅 Ｓ よ り も 大 き く 設 定 し た こ と に よ り 、 筆 跡 幅
の 太 い ペ ン 先 ２ 側 の 空 気 交 替 孔 ４ ２ の 毛 細 管 力 を 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 ６ 側 の 空 気 交 替 孔
８ ２ の 毛 細 管 力 よ り も 小 さ く 設 定 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
  即 ち 、 前 記 直 液 式 筆 記 具 群 （ 請 求 項 ２ ） は 、 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ， ７ の 後 端 鍔 部 ３
２ ， ７ ２ の 外 周 面 の 外 径 Ｂ の み を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 異 な る 毛 細 管 力 を 有 す る 空 気 交
替 孔 ４ ２ ， ８ ２ を 得 る 。 そ れ に よ り 、 各 々 の 連 通 溝 ３ ２ ａ ， ７ ２ ａ の 溝 幅 Ｓ を 異 な る 形 状
寸 法 に す る 必 要 が な く な る と と も に 、 よ り 一 層 、 イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ， ７ の 金 型 の 製 造 が 容
易 と な り 、 金 型 の 製 造 コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 直 液 式 筆 記 具 群 （ 請 求 項
２ ） は 、 各 々 の 軸 筒 ４ ， ８ を 共 通 部 品 に で き 、 よ り 一 層 、 製 造 コ ス ト を 抑 え る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
〔 ３ 〕 前 記 直 液 式 筆 記 具 群 （ 請 求 項 １ ） に お い て 、 前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ， ７ の 空
気 交 替 孔 ４ ２ ， ８ ２ が 、 イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ， ７ の 後 端 鍔 部 ３ ２ ， ７ ２ に 軸 方 向 に 貫 設 さ れ
且 つ 径 方 向 外 方 に 開 口 さ れ た ス リ ッ ト 状 の 連 通 溝 ３ ２ ａ ， ７ ２ ａ と 、 イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ，
７ の 後 端 鍔 部 ３ ２ ， ７ ２ の 外 周 面 が 圧 接 す る 軸 筒 ４ ， ８ の 内 周 面 と か ら 構 成 さ れ 、 前 記 各
々 の イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ， ７ を 各 々 の 軸 筒 ４ ， ８ の 前 端 開 口 部 に 嵌 入 す る 前 に お い て 、 筆 跡
幅 の 太 い ペ ン 先 ２ を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 ３ の 後 端 鍔 部 ３ ２ の 外 周 面 が 圧 接 可 能 な 軸 筒 ４
の 内 周 面 の 内 径 Ａ を 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 ６ を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 ７ の 後 端 鍔 部 ７ ２ の
外 周 面 が 圧 接 可 能 な 軸 筒 ８ の 内 周 面 の 内 径 Ａ よ り 大 き く 設 定 し 、 前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜 部
材 ３ ， ７ の 後 端 鍔 部 ３ ２ ， ７ ２ の 外 周 面 の 外 径 Ｂ を 等 し く 設 定 し 、 前 記 各 々 の イ ン キ 保 溜
部 材 ３ ， ７ を 各 々 の 軸 筒 ４ ， ８ の 前 端 開 口 部 に 嵌 入 し た 後 に お い て 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先
２ を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 ３ の 連 通 溝 ３ ２ ａ の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝 幅 Ｓ を 、 筆 跡 幅 の 細 い
ペ ン 先 ６ を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 ７ の 連 通 溝 ７ ２ ａ の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝 幅 Ｓ よ り も 大 き
く 設 定 し た こ と （ 請 求 項 ３ ） が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
  前 記 直 液 式 筆 記 具 群 （ 請 求 項 ３ ） は 、 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ， ７ を 各 々 の 軸 筒 ４ ， ８
の 前 端 開 口 部 に 嵌 入 し た 後 に お い て 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 ２ を 備 え た イ ン キ 保 溜 部 材 ３ の
連 通 溝 ３ ２ ａ の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝 幅 Ｓ を 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 ６ を 備 え た イ ン キ 保 溜 部
材 ７ の 連 通 溝 ７ ２ ａ の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝 幅 Ｓ よ り も 大 き く 設 定 し た こ と に よ り 、 筆 跡 幅
の 太 い ペ ン 先 ２ 側 の 空 気 交 替 孔 の 毛 細 管 力 ４ ２ を 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 ６ 側 の 空 気 交 替 孔
８ ２ の 毛 細 管 力 よ り も 小 さ く 設 定 で き る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
  即 ち 、 前 記 直 液 式 筆 記 具 群 （ 請 求 項 ３ ） は 、 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ， ７ の 後 端 鍔 部 ３
２ ， ７ ２ の 外 周 面 が 圧 接 可 能 な 軸 筒 ４ ， ８ の 内 周 面 の 内 径 Ａ の み を 変 化 さ せ る こ と に よ り
、 異 な る 毛 細 管 力 を 有 す る 空 気 交 替 孔 ４ ２ ， ８ ２ を 得 る 。 そ れ に よ り 、 各 々 の 連 通 溝 ３ ２
ａ ， ７ ２ ａ の 溝 幅 Ｓ を 異 な る 形 状 寸 法 に す る 必 要 が な く な り 、 よ り 一 層 、 各 々 の 軸 筒 ４ ，
８ の 金 型 の 製 造 が 容 易 と な り 、 金 型 の 製 造 コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 直 液
式 筆 記 具 群 （ 請 求 項 ３ ） は 、 各 々 の イ ン キ 保 溜 部 材 ３ ， ７ を 共 通 部 品 に で き 、 よ り 一 層 、
製 造 コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
〔 ４ 〕 前 記 直 液 式 筆 記 具 群 （ 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ ） に お い て 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 ２ に
お け る １ ０ ０ ｍ 当 た り の イ ン キ 消 費 量 が 、 ２ ０ ０ ｍ ｇ 以 上 で あ る こ と （ 請 求 項 ４ ） が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
  前 記 直 液 式 筆 記 具 群 （ 請 求 項 ４ ） は 、 前 記 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 構 成 と 相 ま っ て 、 極 太 の 筆
跡 幅 を 有 す る ペ ン 先 を 備 え た 直 液 式 筆 記 具 を 、 商 品 群 の 一 つ と し て 容 易 に 加 え る こ と が で
き る 。 尚 、 本 発 明 で イ ン キ 消 費 量 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｓ ６ ０ ５ ４ に 準 拠 し 、 筆 記 試 験 機 に よ る 筆
記 試 験 （ 荷 重 １ ０ ０ ｇ 、 筆 記 角 度 ６ ２ ． ５ 度 、 筆 記 速 度 ４ ｍ ／ 分 ） に よ り 測 定 し た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
〔 ５ 〕 前 記 直 液 式 筆 記 具 群 （ 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ ま た は ４ ） に お い て 、 前 記 各 々 の ペ ン 先 ２
， ６ が 、 ボ ー ル 外 径 の 異 な る ボ ー ル ペ ン チ ッ プ で あ り 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 ２ の ボ ー ル ２
１ の 外 径 が 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 ６ の ボ ー ル ６ １ の 外 径 よ り も 大 き く 設 定 さ れ る こ と （ 請
求 項 ５ ） が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
  前 記 直 液 式 筆 記 具 群 （ 請 求 項 ５ ） は 、 前 記 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 構 成 と 相 ま っ て 、 筆 跡 幅 に
応 じ た 適 正 な イ ン キ 消 費 量 が 得 ら れ る と 同 時 に 、 金 型 の 製 造 コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る
直 液 式 ボ ー ル ペ ン 群 を 得 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
〔 ６ 〕 前 記 直 液 式 筆 記 具 群 （ 請 求 項 ５ ） に お い て 、 前 記 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 ２ の ボ ー ル ２
１ の 外 径 が 、 １ ． ０ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と （ 請 求 項 ６ ） が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
  前 記 直 液 式 筆 記 具 群 （ 請 求 項 ６ ） は 、 前 記 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 構 成 と 相 ま っ て 、 極 太 の 筆
跡 幅 を 有 す る ボ ー ル ペ ン チ ッ プ を 有 す る ボ ー ル ペ ン を 、 商 品 群 の 一 つ と し て 容 易 に 加 え る
こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 従 っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
（ 第 １ 実 施 例 ）
図 １ 乃 至 図 ８ に 本 発 明 の 実 施 例 の 直 液 式 筆 記 具 群 を 示 す 。 図 １ 乃 至 図 ４ に 、 前 記 直 液 式 筆
記 具 群 を 構 成 す る 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 ２ を 備 え た 直 液 式 筆 記 具 １ を 示 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
・ 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 を 備 え た 直 液 式 筆 記 具
前 記 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 ２ を 備 え た 直 液 式 筆 記 具 １ は 、 前 部 に イ ン キ 保 溜 部 材 ３ が 装 着 さ
れ 且 つ 後 部 に イ ン キ を 直 に 貯 溜 す る イ ン キ タ ン ク ４ １ が 形 成 さ れ た 軸 筒 ４ と 、 前 記 イ ン キ
保 溜 部 材 ３ の 前 部 に 取 り 付 ら れ る ペ ン 先 ２ （ 具 体 的 に は ボ ー ル ペ ン チ ッ プ ） と 、 前 記 ペ ン
先 ２ と イ ン キ タ ン ク ４ １ と の 間 を 毛 細 管 力 に よ り 接 続 す る ３ つ の 部 材 （ イ ン キ 誘 導 部 材 ３
６ 、 ジ ョ イ ン ト ３ ５ 、 中 継 芯 ３ ４ ） と か ら な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
前 記 軸 筒 ４ は 、 合 成 樹 脂 （ 例 え ば 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン ） の 射 出 成 形 よ り 得 ら れ る 有 底 円 筒 体
で あ り 、 前 端 が 開 口 さ れ 且 つ 後 端 が 閉 塞 さ れ る 。 軸 筒 ４ の 前 端 開 口 部 に イ ン キ 保 溜 部 材 ３
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が 嵌 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ペ ン 先 ２ を 構 成 す る ボ ー ル ペ ン チ ッ プ は 、 金 属 製 （ 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 製 ） 細 管 の 先 端 に
ボ ー ル ２ １ （ 外 径 １ ． ０ ｍ ｍ ） を 回 転 可 能 に 抱 持 し た も の で あ り 、 金 属 製 細 管 の 前 端 近 傍
側 壁 を 内 方 へ 押 圧 変 形 さ せ る こ と に よ り ボ ー ル 受 け 座 を 形 成 す る タ イ プ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
前 記 ボ ー ル ペ ン チ ッ プ は 、 ペ ン 先 ホ ル ダ ー ３ ７ の 前 部 に 圧 入 固 着 さ れ 、 該 ペ ン 先 ホ ル ダ ー
３ ７ を 介 し て イ ン キ 保 溜 部 材 ３ の 軸 心 孔 ３ ３ の 前 端 に 圧 入 固 着 さ れ る 。 前 記 ボ ー ル ペ ン チ
ッ プ の 内 部 に は 、 中 継 芯 ３ ４ （ 例 え ば 、 合 成 樹 脂 の 棒 状 の 押 出 成 形 体 ） が 挿 入 さ れ 、 前 記
中 継 芯 ３ ４ の 前 端 が ボ ー ル ２ １ の 背 面 に 接 続 し て い る 。 ま た 、 前 記 ペ ン 先 ホ ル ダ ー ３ ７ の
後 部 の 内 部 に は 、 合 成 樹 脂 製 繊 維 束 （ 例 え ば 、 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 束 ） の 樹 脂 加 工 体 よ り な
る ジ ョ イ ン ト ３ ５ が 収 容 さ れ 、 該 ジ ョ イ ン ト ３ ５ の 前 端 が 前 記 中 継 芯 ３ ４ の 後 端 と 接 続 し
て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
前 記 イ ン キ 保 溜 部 材 ３ の 軸 心 孔 ３ ３ に は 、 合 成 樹 脂 （ 例 え ば 、 ポ リ ア セ タ ー ル 樹 脂 ） の 押
出 成 形 体 よ り な る イ ン キ 誘 導 部 材 ３ ６ が 後 方 よ り 圧 入 さ れ る 。 前 記 イ ン キ 誘 導 部 材 ３ ６ の
前 端 は 、 円 錐 面 状 に 切 削 加 工 さ れ 、 前 記 ジ ョ イ ン ト ３ ５ の 後 端 に 突 き 刺 し 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
前 記 イ ン キ 保 溜 部 材 ３ は 、 複 数 の 円 板 状 櫛 歯 を 有 す る 合 成 樹 脂 （ 例 え ば Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 ） の 射
出 成 形 体 で あ り 、 軸 心 に 円 形 断 面 の 軸 心 孔 ３ ３ が 貫 設 さ れ 、 隣 接 す る 各 々 の 櫛 歯 の 間 に 複
数 の イ ン キ 保 溜 溝 ３ １ ａ が 形 成 さ れ 、 櫛 歯 群 外 面 に 軸 方 向 の イ ン キ 誘 導 ス リ ッ ト ３ １ ｂ が
形 成 さ れ る 。 前 記 イ ン キ 保 溜 部 材 ３ の 複 数 の イ ン キ 保 溜 溝 ３ １ ａ 及 び イ ン キ 誘 導 ス リ ッ ト
３ １ ｂ が 、 本 発 明 の イ ン キ 保 溜 部 ３ １ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
前 記 イ ン キ 保 溜 部 材 ３ の 後 端 に は 、 櫛 歯 群 の 最 後 部 に 位 置 す る 円 板 状 の 後 端 鍔 部 ３ ２ が 形
成 さ れ る 。 前 記 後 端 鍔 部 ３ ２ に は 、 軸 方 向 に 貫 設 さ れ 且 つ 径 方 向 外 方 に 開 口 さ れ た ス リ ッ
ト 状 の 連 通 溝 ３ ２ ａ が 形 成 さ れ る 。 前 記 後 端 鍔 部 ３ ２ の 外 周 面 は 、 イ ン キ 保 溜 部 材 ３ を 軸
筒 ４ の 前 端 開 口 部 に 嵌 入 し た 際 、 軸 筒 ４ の 内 周 面 と 圧 接 さ れ る 。 前 記 連 通 溝 ３ ２ ａ と 軸 筒
４ 内 周 面 と に よ り 、 イ ン キ タ ン ク ４ １ と イ ン キ 保 溜 溝 ３ １ ａ と の 間 の 空 気 及 び イ ン キ が 流
通 可 能 な 毛 細 管 力 を 有 す る 空 気 交 替 孔 ４ ２ が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
前 記 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 ２ を 備 え た 直 液 式 筆 記 具 １ に お い て 、 後 端 鍔 部 ３ ２ の 外 周 面 が 圧
接 さ れ る 軸 筒 ４ の 内 周 面 の 内 径 Ａ が 、 ６ ． １ ８ ｍ ｍ に 設 定 さ れ 、 軸 筒 ４ に 嵌 入 前 の イ ン キ
保 溜 部 材 ３ の 後 端 鍔 部 ３ ２ の 外 周 面 の 外 径 Ｂ が 、 ６ ． ２ ０ ｍ ｍ に 設 定 さ れ 、 軸 筒 ４ に 嵌 入
前 の イ ン キ 保 溜 部 材 ３ の 連 通 溝 ３ ２ ａ の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝 幅 Ｓ が 、 ０ ． １ ７ ５ ｍ ｍ に 設
定 さ れ る 。 軸 筒 ４ に 嵌 入 後 、 前 記 イ ン キ 保 溜 部 材 ３ の 連 通 溝 ３ ２ ａ の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝
幅 Ｓ は 、 ０ ． １ ０ ｍ ｍ ～ ０ ． １ ２ ｍ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
・ 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 を 備 え た 直 液 式 筆 記 具
図 ５ 乃 至 図 ８ に 、 前 記 直 液 式 筆 記 具 群 を 構 成 す る 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 ６ を 備 え た 直 液 式
筆 記 具 ５ を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
前 記 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 ６ を 備 え た 直 液 式 筆 記 具 ５ は 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 ２ を 備 え た 直
液 式 筆 記 具 １ と 同 様 、 前 部 に イ ン キ 保 溜 部 材 が 装 着 さ れ 且 つ 後 部 に イ ン キ を 直 に 貯 溜 す る
イ ン キ タ ン ク ８ １ が 形 成 さ れ た 軸 筒 ８ と 、 前 記 イ ン キ 保 溜 部 材 ７ の 前 部 に 取 付 ら れ る ペ ン
先 ６ （ 具 体 的 に は ボ ー ル ペ ン チ ッ プ ） と 、 前 記 ペ ン 先 ６ と イ ン キ タ ン ク ８ １ と の 間 を 毛 細
管 力 に よ り 接 続 す る ３ つ の 部 材 （ イ ン キ 誘 導 部 材 ７ ６ 、 ジ ョ イ ン ト ７ ５ 、 中 継 芯 ７ ４ ） と
か ら な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
前 記 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 ６ を 備 え た 直 液 式 筆 記 具 ５ に 適 用 さ れ る 軸 筒 ８ は 、 筆 跡 幅 の 太 い
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ペ ン 先 ２ を 備 え た 直 液 式 筆 記 具 １ と 同 様 、 合 成 樹 脂 （ 例 え ば 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン ） の 射 出 成
形 よ り 得 ら れ る 有 底 円 筒 体 で あ り 、 前 端 が 開 口 さ れ 且 つ 後 端 が 閉 塞 さ れ る 。 前 記 軸 筒 ８ の
前 端 開 口 部 に イ ン キ 保 溜 部 材 ７ が 嵌 入 さ れ る 。 前 記 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 ６ を 備 え た 直 液 式
筆 記 具 ５ に 適 用 さ れ る 軸 筒 ８ と 、 前 記 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 ２ を 備 え た 直 液 式 筆 記 具 １ に 適
用 さ れ る 軸 筒 ４ と は 、 共 通 部 材 で あ り 、 同 一 の 寸 法 形 状 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
ペ ン 先 ６ を 構 成 す る ボ ー ル ペ ン チ ッ プ は 、 金 属 製 （ 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 製 ） 細 管 の 先 端 に
ボ ー ル ６ １ （ 外 径 ０ ． ５ ｍ ｍ ） を 回 転 可 能 に 抱 持 し た も の で あ り 、 金 属 製 細 管 の 前 端 近 傍
側 壁 を 内 方 へ 押 圧 変 形 さ せ る こ と に よ り ボ ー ル 受 け 座 を 形 成 す る タ イ プ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
前 記 ボ ー ル ペ ン チ ッ プ は 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 ２ を 備 え た 直 液 式 筆 記 具 １ と 同 様 、 ペ ン 先
ホ ル ダ ー ７ ７ の 前 部 に 圧 入 固 着 さ れ 、 該 ペ ン 先 ホ ル ダ ー ７ ７ を 介 し て イ ン キ 保 溜 部 材 ７ の
軸 心 孔 ７ ３ の 前 端 に 圧 入 固 着 さ れ る 。 前 記 ボ ー ル ペ ン チ ッ プ の 内 部 に は 、 中 継 芯 ７ ４ （ 例
え ば 、 合 成 樹 脂 の 棒 状 の 押 出 成 形 体 ） が 挿 入 さ れ 、 前 記 中 継 芯 ７ ４ の 前 端 が ボ ー ル ６ １ の
背 面 に 接 続 し て い る 。 ま た 、 前 記 ペ ン 先 ホ ル ダ ー ７ ７ の 後 部 の 内 部 に は 、 合 成 樹 脂 製 繊 維
束 （ 例 え ば 、 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 束 ） の 樹 脂 加 工 体 よ り な る ジ ョ イ ン ト ７ ５ が 収 容 さ れ 、 該
ジ ョ イ ン ト ７ ５ の 前 端 が 前 記 中 継 芯 ７ ４ の 後 端 と 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
前 記 イ ン キ 保 溜 部 材 ７ の 軸 心 孔 ７ ３ に は 、 合 成 樹 脂 （ 例 え ば 、 ポ リ ア セ タ ー ル 樹 脂 ） の 押
出 成 形 体 よ り な る イ ン キ 誘 導 部 材 ７ ６ が 後 方 よ り 圧 入 さ れ る 。 前 記 イ ン キ 誘 導 部 材 ７ ６ の
前 端 は 、 円 錐 面 状 に 切 削 加 工 さ れ 、 前 記 ジ ョ イ ン ト ７ ５ の 後 端 に 突 き 刺 し 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
前 記 イ ン キ 保 溜 部 材 ７ は 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 ２ を 備 え た 直 液 式 筆 記 具 １ と 同 様 、 複 数 の
円 板 状 櫛 歯 を 有 す る 合 成 樹 脂 （ 例 え ば Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 ） の 射 出 成 形 体 で あ り 、 軸 心 に 円 形 断 面
の 軸 心 孔 ７ ３ が 貫 設 さ れ 、 隣 接 す る 各 々 の 櫛 歯 の 間 に 複 数 の イ ン キ 保 溜 溝 ７ １ ａ が 形 成 さ
れ 、 櫛 歯 群 外 面 に 軸 方 向 の イ ン キ 誘 導 ス リ ッ ト ７ １ ｂ が 形 成 さ れ る 。 前 記 イ ン キ 保 溜 部 材
７ の 複 数 の イ ン キ 保 溜 溝 ７ １ ａ 及 び イ ン キ 誘 導 ス リ ッ ト ７ １ ｂ が 、 本 発 明 の イ ン キ 保 溜 部
７ １ を 構 成 す る 。 前 記 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 ６ 側 の イ ン キ 保 溜 部 ７ １ と 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン
先 ２ 側 の イ ン キ 保 溜 部 ３ １ と は 、 形 状 寸 法 が 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
前 記 イ ン キ 保 溜 部 材 ７ の 後 端 に は 、 櫛 歯 群 の 最 後 部 に 位 置 す る 円 板 状 の 後 端 鍔 部 ７ ２ が 形
成 さ れ る 。 前 記 後 端 鍔 部 ７ ２ に は 、 軸 方 向 に 貫 設 さ れ 且 つ 径 方 向 外 方 に 開 口 さ れ た ス リ ッ
ト 状 の 連 通 溝 ７ ２ ａ が 形 成 さ れ る 。 前 記 後 端 鍔 部 ７ ２ の 外 周 面 は 、 イ ン キ 保 溜 部 材 ７ を 軸
筒 ８ の 前 端 開 口 部 に 嵌 入 し た 際 、 軸 筒 ８ の 内 周 面 と 圧 接 さ れ る 。 前 記 連 通 溝 ７ ２ ａ と 軸 筒
８ 内 周 面 と に よ り 、 イ ン キ タ ン ク ８ １ と イ ン キ 保 溜 溝 ７ １ ａ と の 間 の 空 気 及 び イ ン キ が 流
通 可 能 な 毛 細 管 力 を 有 す る 空 気 交 替 孔 ８ ２ が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
前 記 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 ６ を 備 え た 直 液 式 筆 記 具 ５ に お い て 、 後 端 鍔 部 ７ ２ の 外 周 面 が 圧
接 さ れ る 軸 筒 ８ の 内 周 面 の 内 径 Ａ が 、 ６ ． １ ８ ｍ ｍ に 設 定 さ れ 、 軸 筒 ８ に 嵌 入 前 の イ ン キ
保 溜 部 材 ７ の 後 端 鍔 部 ７ ２ の 外 周 面 の 外 径 Ｂ が 、 ６ ． ３ ０ ｍ ｍ に 設 定 さ れ 、 軸 筒 ８ に 嵌 入
前 の イ ン キ 保 溜 部 材 ７ の 連 通 溝 ７ ２ ａ の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝 幅 Ｓ が 、 ０ ． １ ７ ５ ｍ ｍ に 設
定 さ れ る 。 軸 筒 ８ に 嵌 入 後 、 前 記 イ ン キ 保 溜 部 材 ７ の 連 通 溝 ７ ２ ａ の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝
幅 Ｓ は 、 ０ ｍ ｍ ～ ０ ． ０ ２ ｍ ｍ で あ っ た 。 そ れ に よ り 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 ２ 側 の 空 気 交
替 孔 の 毛 細 管 力 ４ ２ が 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 ６ 側 の 空 気 交 替 孔 の 毛 細 管 力 ８ ２ よ り も 、 小
さ く 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
こ の 第 １ 実 施 例 に お い て 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 ２ 側 の イ ン キ 消 費 量 は 、 １ ０ ０ ｍ 当 た り ２
２ ０ ｍ ｇ で あ り 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 ６ 側 の イ ン キ 消 費 量 は 、 １ ０ ０ ｍ 当 た り １ ２ ０ ｍ ｇ
で あ っ た 。 そ れ に よ り 、 ペ ン 先 ２ 側 及 び ペ ン 先 ６ 側 の い ず れ も 、 筆 跡 の 滲 み や 筆 跡 の カ ス
レ の な い 、 適 正 な イ ン キ 吐 出 性 を 得 る こ と が で き た 。
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【 ０ ０ ５ ９ 】
（ 第 ２ 実 施 例 ）
前 記 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 ２ を 備 え た 直 液 式 筆 記 具 １ に お い て 、 後 端 鍔 部 ３ ２ の 外 周 面 が 圧
接 さ れ る 軸 筒 ４ の 内 周 面 の 内 径 Ａ が 、 ６ ． ２ ８ ｍ ｍ に 設 定 さ れ 、 軸 筒 ４ に 嵌 入 前 の イ ン キ
保 溜 部 材 ３ の 後 端 鍔 部 ３ ２ の 外 周 面 の 外 径 Ｂ が 、 ６ ． ３ ０ ｍ ｍ に 設 定 さ れ 、 軸 筒 ４ に 嵌 入
前 の イ ン キ 保 溜 部 材 ３ の 連 通 溝 ３ ２ ａ の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝 幅 Ｓ が 、 ０ ． １ ７ ５ ｍ ｍ に 設
定 さ れ る 。 軸 筒 ４ に 嵌 入 後 、 前 記 イ ン キ 保 溜 部 材 ３ の 連 通 溝 ３ ２ ａ の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝
幅 Ｓ は 、 ０ ． １ ０ ｍ ｍ ～ ０ ． １ ２ ｍ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
前 記 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 ６ を 備 え た 直 液 式 筆 記 具 ５ に お い て 、 後 端 鍔 部 ７ ２ の 外 周 面 が 圧
接 さ れ る 軸 筒 ８ の 内 周 面 の 内 径 Ａ が 、 ６ ． １ ８ ｍ ｍ に 設 定 さ れ 、 軸 筒 ８ に 嵌 入 前 の イ ン キ
保 溜 部 材 ７ の 後 端 鍔 部 ７ ２ の 外 周 面 の 外 径 Ｂ が 、 ６ ． ３ ０ ｍ ｍ 設 定 さ れ 、 軸 筒 ８ に 嵌 入 前
の イ ン キ 保 溜 部 材 ７ の 連 通 溝 ７ ２ ａ の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝 幅 Ｓ が 、 ０ ． １ ７ ５ ｍ ｍ に 設 定
さ れ る 。 軸 筒 ８ に 嵌 入 後 、 前 記 イ ン キ 保 溜 部 材 ７ の 連 通 溝 ７ ２ ａ の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝 幅
Ｓ は 、 ０ ｍ ｍ ～ ０ ． ０ ２ ｍ ｍ で あ っ た 。 そ れ に よ り 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 ２ 側 の 空 気 交 替
孔 ４ ２ の 毛 細 管 力 が 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 ６ 側 の 空 気 交 替 孔 ８ ２ の 毛 細 管 力 よ り も 、 小 さ
く 設 定 さ れ る 。 尚 、 他 の 構 成 は 、 第 １ 実 施 例 と 同 一 で あ り 、 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
こ の 第 ２ 実 施 例 に お い て 、 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 ２ 側 の イ ン キ 消 費 量 は 、 １ ０ ０ ｍ 当 た り ２
２ ０ ｍ ｇ で あ り 、 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 ６ 側 の イ ン キ 消 費 量 は 、 １ ０ ０ ｍ 当 た り １ ２ ０ ｍ ｇ
で あ っ た 。 そ れ に よ り 、 ペ ン 先 ２ 側 及 び ペ ン 先 ６ 側 の い ず れ も 、 筆 跡 の 滲 み や 筆 跡 の カ ス
レ の な い 、 適 正 な イ ン キ 吐 出 性 を 得 る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
尚 、 本 発 明 で 、 前 記 ボ ー ル ペ ン チ ッ プ は 、 前 記 以 外 に も 、 金 属 材 料 の 切 削 加 工 に よ り ボ ー
ル 受 け 座 を 形 成 す る タ イ プ の ボ ー ル ペ ン チ ッ プ で も よ い 。 さ ら に 、 前 記 ペ ン 先 の 種 類 は 、
ボ ー ル ペ ン チ ッ プ 以 外 に も 、 例 え ば 、 繊 維 ペ ン 体 、 ポ ー ラ ス ペ ン 体 、 合 成 樹 脂 の 押 出 成 形
体 よ り な る ペ ン 体 、 パ イ プ ペ ン 体 、 先 端 に ス リ ッ ト を 有 す る 板 状 ペ ン 体 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
尚 、 本 発 明 で 、 前 記 イ ン キ 保 溜 部 材 の イ ン キ 保 溜 部 は 、 イ ン キ タ ン ク の 内 圧 が 上 昇 し た 際
に イ ン キ タ ン ク か ら の 余 剰 イ ン キ を 一 時 的 に 保 持 し 、 一 方 、 イ ン キ タ ン ク の 内 圧 が 低 下 し
た 際 に 前 記 一 時 的 に 保 持 し た イ ン キ を イ ン キ タ ン ク に 戻 す 機 能 を 有 す る 部 材 で あ れ ば よ く
、 本 実 施 例 の 他 に も 、 例 え ば 、 螺 旋 状 や 迷 路 状 の イ ン キ 保 溜 溝 を 有 す る 合 成 樹 脂 の 射 出 成
形 体 、 ま た は 多 孔 質 含 浸 体 が 挙 げ ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 を 備 え た 直 液 式 筆 記 具 を 示 す 縦 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ｃ － Ｃ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 軸 筒 に 嵌 入 す る 前 の イ ン キ 保 溜 部 材 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ｄ － Ｄ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 を 備 え た 直 液 式 筆 記 具 を 示 す 縦 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の Ｅ － Ｅ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ５ の 軸 筒 に 嵌 入 す る 前 の イ ン キ 保 溜 部 材 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の Ｆ － Ｆ 線 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
１ 　 直 液 式 筆 記 具 （ 筆 跡 幅 の 太 い ペ ン 先 側 ）
２ 　 ボ ー ル ペ ン チ ッ プ （ ペ ン 先 ）
２ １ 　 ボ ー ル
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３ 　 イ ン キ 保 溜 部 材
３ １ 　 イ ン キ 保 溜 部
３ １ ａ 　 イ ン キ 保 溜 溝
３ １ ｂ 　 イ ン キ 誘 導 ス リ ッ ト
３ ２ 　 後 端 鍔 部
３ ２ ａ 　 連 通 溝
３ ３ 　 軸 心 孔
３ ４ 　 中 継 芯
３ ５ 　 ジ ョ イ ン ト
３ ６ 　 イ ン キ 誘 導 部 材
３ ７ 　 ペ ン 先 ホ ル ダ ー
４ 　 軸 筒
４ １ 　 イ ン キ タ ン ク
４ ２ 　 空 気 交 替 孔
５ 　 直 液 式 筆 記 具 （ 筆 跡 幅 の 細 い ペ ン 先 側 ）
６ 　 ボ ー ル ペ ン チ ッ プ （ ペ ン 先 ）
６ １ 　 ボ ー ル
７ 　 イ ン キ 保 溜 部 材
７ １ 　 イ ン キ 保 溜 部
７ １ ａ 　 イ ン キ 保 溜 溝
７ １ ｂ 　 イ ン キ 誘 導 ス リ ッ ト
７ ２ 　 後 端 鍔 部
７ ２ ａ 　 連 通 溝
７ ３ 　 軸 心 孔
７ ４ 　 中 継 芯
７ ５ 　 ジ ョ イ ン ト
７ ６ 　 イ ン キ 誘 導 部 材
７ ７ 　 ペ ン 先 ホ ル ダ ー
８ 　 軸 筒
８ １ 　 イ ン キ タ ン ク
８ ２ 　 空 気 交 替 孔
Ａ 　 後 端 鍔 部 の 外 周 面 が 圧 接 さ れ る 軸 筒 の 内 周 面 の 内 径
Ｂ 　 軸 筒 に 嵌 入 前 の イ ン キ 保 溜 部 材 の 後 端 鍔 部 の 外 周 面 の 外 径
Ｓ 　 イ ン キ 保 溜 部 材 の 連 通 溝 の 径 方 向 外 方 端 部 の 溝 幅
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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